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2Xa-6　　　　　　　　　　　　都市河川の水質汚濁の調査研究（第1報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐の原川　について

　　　　　　　　　　　　　　　福岡女子大人間環境　○今林裕子

　目的　近年の公共水域における水質汚濁は企業による汚染から生活排水の占める割合が

大きくなっていると言われている。都市河川の水質の現状を把握しておくことは今後の生

活排水処理対策や方法の対応を如何にするかなどを考えていく時重要であると考え今回は

平成元年度全国でワースト５位に挙げられていた博多湾流入河川の唐の原川について水質

に関する分析･を試み。都市小河川の水質の実態について調査を行ない、そのデータについ

て検討、考察を行なった

　調査方法　水質検査河川；唐の原川７ポイント　検査項目;TOC 、MBAS, COD,pH、Cl，

DO,硬度、水温、検査項目の大部分はJISに従った。また、住宅密集地の中流域において

１時間おきに採水を行ない通日変動を検査した。

　結果と考察　1、TOC MBAS、水温は住宅密集地の中流域で高かった。２、Tocは夏期に

mく、冬期に高い値を示した。3、T,OC,COD,CL間に正の相関があった。４、TOC .MBAS,

CODについて家庭生活に伴うと推定される変動が認められた。5、MBASが淡水魚の基準値

をはるかに超えた値であったのは下水道の未処理入口は15%であるが下水本管への未接

続率が5 0%もあることと浄化槽も多く設置されていることが原因と推定された。

2Xa-7 深さによる使い勝手の検討

　水環境における台所ストレーナーの開発（その3)
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　　　　　　　大阪市立､環境科学研究所　鶴保雛四郎　土永恒弥

(目的)前研究の結果、適正な深さとして3cmと5cmがあげられた。5cmはゴミをためるこ

とが前提になっているため、ゴミをためない3 cmとは水質汚濁度に差が生じると考えられ

る。そこで両者の水質汚濁度と使い勝手の差を再度検討することとした。ここでは、モニ

ター調査による使い勝手の結果について躾冷tφ。

　(方法)昨年調査した集合住宅約100戸で調査Ｉ～ｍを順次行った。I ；昨年のストレー

ナーの使用状況を調査し、ステンレス浅型Ocm)とリングを配布。n ;銅浅型Ocm)を配布。

Ⅲ；浅型を浅すぎると答えた人を対象に、銅中型(5an)を配布。各々１ヵ月間使用させた

後、深さ｡や材質による使い勝手や評価について調査した。

　(結果及び考察)約半数が昨年の浅型を継続して使用していた。ステンレス浅型は、７割

の人に良いと評価され、水はけ、ぬめり、掃除のしやすさ、ゴミのとれやすさ、流し内の

清潔感、底の丸みの全ての項目で好評だった。銅浅型は、酸化して黒ずみが生じたため評

価が悪かった。浅型の材質では、ステンレスが好まれた。銅は殺菌作用があるが、浅型の

場合手入れが行き届き、ぬめりが付きにくくなるため、銅のメリットが少なかったためで

あろう。22人中、中型・深型志向が16人と減らなかったのは、ストレーナーにゴミ容器の

機能を゛求め･てい.たためであろう。中型は水質汚濁の点でゴミをためる深型と同じで、浅型

とは主旨が｀異な。てHたといえる。ストレ¬ナーの位置は固定のされ方への配慮からジンク

底より下が良いという意見が多かった。居住者全員を対象とした今後の使用希望調査では、

浅型を使いたい人がs割以上で、うちステンレスはフ割を占めた。
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